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制度のしくみ／医療機関で支払う自己負担割合／
保険料の軽減/など

後期高齢者医療制度が始まります

食生活と運動の目標／
急激なダイエットは危険／など

シリーズ「みずなみ健康21」

学校給食週間で市長と会食／
開元院で文化財防火訓練／など

みんなの広場

瑞浪市奨学金制度が変わります／
「学校は元気です」陶中学校／など

はぐくみ

２～４

５

６～７

８～９

図書館指定管理者制度の導入／
蔵書点検の結果報告／など

図書館だより

総合計画審議会委員の募集／
社会保険事務所からのお知らせ／など

お知らせ

食事バランスガイド／
花粉症対策はお早めに／など

健康だいすき

10

11

12

▲「ぼくに続け！みんなで鬼をやっつけろ」
節分の豆まきで鬼退治（２月１日　陶幼児園）
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75
歳
以
上
の
方
お
よ
び
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、
一

定
の
障
害
が
あ
り
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
以

下
「
広
域
連
合
」）の
認
定
を
受
け
た
方
は
、
そ
れ
ま
で
加
入

し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
か
ら
脱
退
し
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
ま
す
。

医
療
給
付
や
保
険
料
の
賦
課
は
広
域
連
合
が
行
い
、
届
け

出
や
申
請
な
ど
の
窓
口
業
務
は
市
が
行
い
ま
す
。

医
療
の
給
付
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
約
５
割
を
公
費
、
約

４
割
を
74
歳
ま
で
の
方
が
加
入
す
る
医
療
保
険
の
支
援
金

（
若
年
者
の
保
険
料
）で
負
担
し
、
残
り
の
１
割
を
被
保
険
者

全
員
の
方
が
保
険
料
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

・
75
歳
以
上
の
方
は
、
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
資
格
取
得
に
な

り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
一
定
の
障
害
が
あ
り
広
域
連

合
の
認
定
を
受
け
た
方
は
、
認
定
日
か
ら
資
格
取
得
と
な

り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
老
人
保
健
制
度
で
障
害
認
定
を
受

け
た
方
は
、
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
障
害
認
定
を
受
け
た
方
は
、
届
出
を
す
る
こ
と
で

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
脱
退
し
、
他
の
医
療
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

被
保
険
者
の
方
に
は
、
１
人
に
１
枚
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
被
保
険
者
証
は
水
色
で

カ
ー
ド
サ
イ
ズ
と
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
こ
の
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
診
察
・
治

療
を
受
け
ま
す
。

『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
そ
の
心
身
の
特
性
や
生
活
実
態

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
制
度
設
計
さ
れ
た
新
し
い
医

療
制
度
で
す
。

平
成
20
年
４
月
１
日
の
制
度
開
始
か
ら
被
保
険
者
に
な
る
方
に
は
、
被
保
険
者
証
が
本
年
３
月
中
に

郵
送
さ
れ
ま
す
。

け
た
方
は
、
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
障
害
認
定
を
受
け
た
方
は
、
届
出
を
す
る
こ
と
で

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
脱
退
し
、
他
の
医
療
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

  ▼
資
格
を
取
得
す
る
と
き

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
し
く
み

▼
被
保
険
者
証

←
平成 20 年 3月まで
国民健康保険などに加入しながら「老
人保健」で医療を受ける。
<病院等の窓口で提示するもの >
・加入している医療保険保険証
・老人医療受給者証

新たに交付される
「後期高齢者医療被保
険者証」

▼

平成 20 年 4月から
高齢者だけの新しい医療制度 ｢後期
高齢者医療」で医療を受ける。
<病院等の窓口で提示するもの >
・新たに発行される後期高齢者医療
被保険者証
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後
期
高
齢
者
医
療
で
は
老
人
保
健
と
同
じ
よ
う
に
医
療
機

関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

う
自
己
負
担
額
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
（
現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
）
で
す
。

※
現
役
並
み
所
得
者
＝
同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得
が

145
万
円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
る
方
。
た
だ
し
、
被
保
険

者
の
収
入
の
合
計
が
、
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
２
人
以

上
い
る
場
合
は
520
万
円
未
満
の
方
、
１
人
の
み
の
場
合
は

383
万
円
未
満
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま

す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
は
、
岐
阜
県
内
均
一

で
定
め
ら
れ
、
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
均
等
割
額
と
、

所
得
に
応
じ
た
所
得
割
額
の
合
計
で
個
人
ご
と
に
決
め
ら
れ

ま
す
。

※
保
険
料
の
限
度
額
は
50
万
円（
年
額
）と
な
り
ま
す
。

★
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
属
す
る
方

所
得
の
少
な
い
世
帯
の
方
は
、
世
帯
主
お
よ
び
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
て
、
保
険
料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
が
減
額

（
７
割
、
５
割
、
２
割
）
さ
れ
ま
す
。

★
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
、
共
済
保
険
等
）
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
、
制
度
加
入
時

か
ら
２
年
間
は
被
保
険
者
均
等
割
額
を
半
額
と
し
、
所
得
割

額
を
賦
課
し
な
い
と
す
る
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
半
年
間
は
保
険
料

を
徴
収
せ
ず
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
の

半
年
間
は
被
保
険
者
均
等
割
額
を
９
割
軽
減
し
た
額
と
な
り

ま
す
。

①
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。【
特
別
徴
収
】

※
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
が
、
年
金
受
給
額
の

１
／
２
を
超
え
る
場
合
は
、特
別
徴
収
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
対
す
る
年
金

か
ら
の
天
引
き
は
、平
成
20
年
10
月
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

②
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
や

口
座
振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。【
普
通
徴
収
】

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
は
、
食
費
の
標
準
負
担
額
を
自

己
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
療
養
病
床
に
入
院
し
た
場
合
は
、

食
費
と
居
住
費
の
一
部
を
自
己
負
担
し
ま
す
。（
低
所
得
者

Ⅰ
・
Ⅱ
の
方
は
、
入
院
の
際
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

所
得
割
額

被
保
険
者
均
等
割
額

低
所
得
者
Ⅰ

低
所
得
者
Ⅱ

現
役
並
み
所
得
者
・
一
般90

日
を
超
え
る
入
院

90
日
以
内
の
入
院

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
×
7.39
％

３
９
，３
１
０
円

100
円

160
円

210
円

260
円

▼
医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
割
合

▼
保
険
料

保
険
料
の
軽
減

納
付
の
方
法

▼
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

○
入
院
時
の
食
費
の
標
準
負
担
額
（
１
食
あ
た
り
）

○
平
成
20
・
21
年
度
保
険
料
率
（
年
額
）

後期高齢者の医療にかかる費用



自分で 家族で 地域で 健康づくり自分で 家族で 地域で 健康づくり

シリーズ「みずなみ健康21」NO.20シリーズ「みずなみ健康21」NO.20シリーズ「みずなみ健康21」NO.20シリーズ「みずなみ健康21」NO.20

今回のテーマ今回のテーマ「ライフステージ　青年期前編～いきいきと～」

◎問合せ　保健センター　☎67-2700　FAX 66-1115　E-mail  kenko@city.mizunami.lg.jp

運動不足と思うか（20、30歳代）体を動かすことについて（20、30歳代）

88％

12％

思う
思わない

好き

好きではない

どちらでもない

57.8％

9.7％

32.5％

57.8％

9.7％

32.5％

食生活 目標

運動 目標

瑞浪市では、国や
県より20歳代、30
歳代男性に朝食を食
べない人が多くみら
れます。

体重kg／（身長m）2の値が
18.5未満の人の割合です。

体を動かすことが
好きな人は57.8％
に も か か わ ら ず 、
88％の人が運動不
足と感じているのが
現状です。

現状

現状

●これなら実践できる！ ワンポイントアドバイス

実践

学生生活や単身生活で生活習慣が乱れがちになるこの時期は、壮年期以降の生活習慣の出発点でもある重要な
時期です。運動、食事、休養のバランスが良くない生活が続くと、肥満ややせ、不眠などにつながります。
みなさんの生活バランスはどうでしょうか。

・朝食を必ず食べましょう
・食に関心を持ちましょう

・運動の必要性を理解し、普段の生活の中でも意識的に体を動かしましょう
・一緒に運動する仲間を作りましょう

□朝食をしっかり食べましょう
□バランスのとれた食事をしましょう
□望ましい食習慣を目指しましょう
□生活習慣病についての知識を身につけましょう

実践 □運動に対する意識を持ちましょう　□日常での運動を心がけましょう　□サークル活動に参加しましょう

・10分早く起きて朝食を食べましょう。
・朝食を食べないときは、果物と牛乳だけでもとりましょう。
・インスタント食品を食べるときは、野菜をプラスしましょう。
・外食するときは単品より定食を選びましょう。

青年期の体力は、その生活様式が活動的であるかどうかで大きく変化します。現在は、意識的に体を動かさないと
日常生活の中での身体活動量は驚くほど少なくなっています。体力の維持のためには、最低でも週1～2回定期的に体
を動かすことが必要です。青年期の適度な運動は、単に生活習慣病の予防という視点だけでなく、免疫能等の改善に
も役立つというデータもあります。「近い所は自転車や徒歩で移動する」「階段を使う」「スポーツを楽しむ」など
身体活動量を高める努力をしましょう。

●急激なダイエットは危険！！
女性の多くはスマートな体に憧れているよう

です。しかし、女性の場合、無理なダイエット
により急激に体重が減ると、栄養バランスをく
ずして鉄分不足となり、貧血が起こりやすく
なったり、月経異常や摂食障害などの病気にな
る場合もあります。
あなたは本当に太っていますか？
自分の適正体重を知り、バランスのよい食事

を心がけましょう。

朝食を食べない人の割合

男性
20歳代

女性

26.3％

25.3％

36.6％

国

岐阜県

瑞浪市

区分

24.7％

9.7％

26.6％

男性
30歳代

女性

20.6％

14.9％

31.9％

12.1％

8.3％

8.0％

やせている人の割合

（平成16年瑞浪市健康日本21計画推進調査より）

20歳代
女　性

30歳代
女　性

26.0％

21.5％

25.9％

国

岐阜県

瑞浪市

区分

15.1％

18.3%

24.1%

4平成20年 2月15日

＊
低
所
得
者
Ⅰ　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
そ
の

世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経
費
・
控
除
（
年
金
の
所
得
は

控
除
額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
）
を
差
し
引
い
た
と
き

０
円
と
な
る
人
。

＊
低
所
得
者
Ⅱ　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人
（
低

所
得
Ⅰ
以
外
）

＊
一
般　

現
役
並
み
所
得
者
、
低
所
得
者
Ⅰ
、
低
所
得
者

Ⅱ
以
外
の
人

（注）
管
理
栄
養
士
ま
た
は
栄
養
士
に
よ
り
栄
養
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
保
険
医
療
機

関
の
場
合
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
420
円
。

＊
入
院
医
療
の
必
要
性
の
高
い
状
態
が
継
続
す
る
患
者
や

回
復
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患

者
に
つ
い
て
は
、
右
の
表
の
食
費
と
同
額
を
負
担
し
ま

す
。（
居
住
費
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）

１
カ
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は
、
申
請
を

し
て
認
め
ら
れ
る
と
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。（
該
当
者
に
は
、
案
内
文
書
と
と
も
に
申

請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
）

な
お
、
老
人
保
健
制
度
に
お
い
て
申
請
を
さ
れ
た
方
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
引
き
継
が
れ
ま
す
の
で
、
再
度

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
（　

）
内
は
過
去
12
カ
月
間
に
４
回
以
上
支
給
を
受
け

た
場
合
の
４
回
目
か
ら
の
限
度
額

同
じ
世
帯
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
と
介
護
保
険
の
自
己

負
担
が
あ
る
場
合
に
、
１
年
間
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
を

合
算
し
、
左
記
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
、
超
え
た
分

が
支
給
さ
れ
ま
す

＊
平
成
20
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21

年
７
月
ま
で
を
期
間
と
し
、（　

）
内
の
額
を
適
用
し
ま

す
。
た
だ
し
、
平
成
20
年
８
月
以
降
に
自
己
負
担
が
集
中

し
て
い
る
場
合
等
は
、
通
常
の
限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
い
っ
た
ん
費
用
を
全
額
自
己
負

担
し
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
自
己
負
担
を
除
い
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
や
む
を
得
な
い
理
由
で
被
保
険
者
証
を
持
た
ず
に
受
診

し
た
と
き
や
、
保
険
診
療
を
扱
っ
て
い
な
い
医
療
機
関

に
か
か
っ
た
と
き
（
海
外
渡
航
中
に
治
療
を
受
け
た
と

き
を
含
む
。
た
だ
し
、
治
療
を
目
的
と
し
た
渡
航
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
）

◆
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
手
術
な
ど
で
輸
血
に
用
い
た

生
血
代
や
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代
が
か
か
っ
た

と
き

◆
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き

◆
骨
折
や
ね
ん
ざ
な
ど
で
保
険
を
扱
っ
て
い
な
い
柔
道
整

復
師
の
施
術
を
受
け
た
と
き

◆
医
師
の
指
示
に
よ
る
入
院
・
転
院
な
ど
の
移
送
に
費
用

が
か
か
っ
た
と
き

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
葬
祭
を

行
っ
た
方
に
葬
祭
費
と
し
て
、
５
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
の
健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
、
岐
阜
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
と
市
が
協
力
し
て
健
康
診
査
（
仮
称
：

ぎ
ふ
・
す
こ
や
か
健
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

◎
問
合
せ

　

岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
８-

３
８
７-

６
３
６
８

　

瑞
浪
市
役
所
保
険
年
金
課　

☎
内
線
１
１
３
・
１
１
４

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

低
所
得
者
Ⅰ

所
得
区
分

低
所
得
者
Ⅰ

低
所
得
者
Ⅰ

低
所
得
者
Ⅱ

一
般

現
役
並
み
所
得
者

19
万
円
（
25
万
円
）

31
万
円
（
41
万
円
）

56
万
円
（
75
万
円
）

67
万
円
（
89
万
円
）

低
所
得
者
Ⅱ

低
所
得
者
Ⅱ

一
般

現
役
並
み
所
得
者
・
一
般

現
役
並
み
所
得
者

所　

得　

区　

分

８
，０
０
０
円

外
来
＋
入
院（
世
帯
単
位
）

外
来（
個
人
単
位
）

８
，０
０
０
円

１
２
，０
０
０
円

４
４
，４
０
０
円

１
５
，０
０
０
円

２
４
，６
０
０
円

４
４
，４
０
０
円

８
０
，１
０
０
円
＋

医
療
費
が
２
６
７
，

０
０
０
円
を
超
え

た
場
合
は
、
超
え
た

分
の
１
％
を
加
算

（
４
４
，４
０
０
円
）

100
円

0
円

130
円

320
円

210
円

320
円

460
円

320
円

１
食
の
食
費（注）

１
日
の
居
住
費

▼
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

▼
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

▼
あ
と
か
ら
費
用
が
支
給
さ
れ
る
場
合

▼
葬
祭
費

▼
健
康
診
査

○
療
養
病
床
入
院
時
の
食
事･
居
住
費
の
標
準
負
担
額

○
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）

○
自
己
負
担
限
度
額（
毎
年
８
月
〜
翌
月
７
月
ま
で
が
対
象
）



自分で 家族で 地域で 健康づくり自分で 家族で 地域で 健康づくり

シリーズ「みずなみ健康21」NO.20シリーズ「みずなみ健康21」NO.20シリーズ「みずなみ健康21」NO.20シリーズ「みずなみ健康21」NO.20

今回のテーマ今回のテーマ「ライフステージ　青年期前編～いきいきと～」

◎問合せ　保健センター　☎67-2700　FAX 66-1115　E-mail  kenko@city.mizunami.lg.jp

運動不足と思うか（20、30歳代）体を動かすことについて（20、30歳代）

88％

12％

思う
思わない

好き

好きではない

どちらでもない

57.8％

9.7％

32.5％

57.8％

9.7％

32.5％

食生活 目標

運動 目標

瑞浪市では、国や
県より20歳代、30
歳代男性に朝食を食
べない人が多くみら
れます。

体重kg／（身長m）2の値が
18.5未満の人の割合です。

体を動かすことが
好きな人は57.8％
に も か か わ ら ず 、
88％の人が運動不
足と感じているのが
現状です。

現状

現状

●これなら実践できる！ ワンポイントアドバイス

実践

学生生活や単身生活で生活習慣が乱れがちになるこの時期は、壮年期以降の生活習慣の出発点でもある重要な
時期です。運動、食事、休養のバランスが良くない生活が続くと、肥満ややせ、不眠などにつながります。
みなさんの生活バランスはどうでしょうか。

・朝食を必ず食べましょう
・食に関心を持ちましょう

・運動の必要性を理解し、普段の生活の中でも意識的に体を動かしましょう
・一緒に運動する仲間を作りましょう

□朝食をしっかり食べましょう
□バランスのとれた食事をしましょう
□望ましい食習慣を目指しましょう
□生活習慣病についての知識を身につけましょう

実践 □運動に対する意識を持ちましょう　□日常での運動を心がけましょう　□サークル活動に参加しましょう

・10分早く起きて朝食を食べましょう。
・朝食を食べないときは、果物と牛乳だけでもとりましょう。
・インスタント食品を食べるときは、野菜をプラスしましょう。
・外食するときは単品より定食を選びましょう。

青年期の体力は、その生活様式が活動的であるかどうかで大きく変化します。現在は、意識的に体を動かさないと
日常生活の中での身体活動量は驚くほど少なくなっています。体力の維持のためには、最低でも週1～2回定期的に体
を動かすことが必要です。青年期の適度な運動は、単に生活習慣病の予防という視点だけでなく、免疫能等の改善に
も役立つというデータもあります。「近い所は自転車や徒歩で移動する」「階段を使う」「スポーツを楽しむ」など
身体活動量を高める努力をしましょう。

●急激なダイエットは危険！！
女性の多くはスマートな体に憧れているよう
です。しかし、女性の場合、無理なダイエット
により急激に体重が減ると、栄養バランスをく
ずして鉄分不足となり、貧血が起こりやすく
なったり、月経異常や摂食障害などの病気にな
る場合もあります。
あなたは本当に太っていますか？
自分の適正体重を知り、バランスのよい食事
を心がけましょう。

朝食を食べない人の割合

男性
20歳代

女性

26.3％

25.3％

36.6％

国

岐阜県

瑞浪市

区分

24.7％

9.7％

26.6％

男性
30歳代

女性

20.6％

14.9％

31.9％

12.1％

8.3％

8.0％

やせている人の割合

（平成16年瑞浪市健康日本21計画推進調査より）

20歳代
女　性

30歳代
女　性

26.0％

21.5％

25.9％

国

岐阜県

瑞浪市

区分

15.1％

18.3%

24.1%

5 瑞浪市役所　☎68-2111



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

感
謝
と
笑
顔
で「
い
た
だ
き
ま
す
」

ま
つ
り
を
み
ん
な
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

瑞
浪
で 

柔
ら
の
道
の 

う
で
比
べ

こ
の
先
に
つ
な
ぐ 

地
歌
舞
伎
の
魅
力

緊
急
避
難

　私
の
ま
ち
の
宝
物

鬼
も
お
い
で

　鬼
岩
の
豆
ま
き

土岐児童センター

陶
磁
資
料
館
作
陶
講
座

　
　「
カ
フ
ェ
オ
レ
・
カ
ッ
プ
作
り
」

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会
の
開
催

犬
の
し
つ
け
教
室
　
参
加
者
募
集

東
濃
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

再
就
職
支
援
講
習
会
の
ご
案
内 與川賢樹ちゃん

（３歳）　釜戸町

よがわけんじゅ

水野迅人ちゃん
（３歳）　釜戸町

みずの はやと

１
月
25
日
、
全
国
学
校
給
食
週
間
に
合

わ
せ
、
水
野
市
長
が
釜
戸
小
学
校
を
訪
れ
、

６
年
生
の
児
童
31
人
と
給
食
を
通
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
日
の
給
食
は
、
じ
ゃ
こ
ご
飯
、
鳥

す
き
、
か
ぶ
の
酢
の
物
、
黒
豆
で
、
昔
な

が
ら
の
正
月
料
理
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
メ

ニ
ュ
ー
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

水
野
市
長
は
「
農
家
や
給
食
セ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
作
っ
て
く
れ
た
給

食
で
す
。
好
き
嫌
い
な
く
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
大
き
く
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
児
童

に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

児
童
は
市
長
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
、
お
い
し
い
給
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

１
月
20
日
、
第
37
回
瑞
浪
少
年
柔
道
大

会（
瑞
浪
修
徳
館
主
催
）が
、
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
関
東
・
中
部
・
関
西

な
ど
15
都
府
県
の
道
場
か
ら
選
ば
れ
た
115

チ
ー
ム
約
１
，０
０
０
人
が
出
場
し
、
小

学
１
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の
選
抜

チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
瑞
浪
修
徳
館
か
ら
４
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
全
国
の
強
豪
と
激
し
い
攻

防
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
は
、
羽
島
柔
道
少
年
団
が
飾
り
、

10
年
ぶ
り
に
県
内
に
優
勝
旗
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

１
月
25
日
、
瑞
浪
小
学
校
で「
瑞
小
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
、
924
人
の
児
童
に
加

え
、
保
護
者
や
地
元
住
民
ら
も
参
加
し
、

児
童
が
企
画
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
楽

し
み
ま
し
た
。

児
童
は
こ
の
日
の
た
め
に
、
上
級
生
と

下
級
生
が
一
緒
に
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
企

画
を
練
り
、
迷
路
や
巨
大
パ
ズ
ル
、
ク
イ

ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
24

の
ブ
ー
ス
を
各
教
室
や
図
書
館
な
ど
に
設

け
ま
し
た
。

廊
下
で
は
、
児
童
が
看
板
を
持
ち
な
が

ら「
こ
っ
ち
は
パ
ズ
ル
コ
ー
ナ
ー
で
〜

す
。
楽
し
い
で
す
よ
〜
」と
客
寄
せ
の
声

を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

１
月
27
日
、
日
吉
町
の
開
元
院
で
、
文

化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
、
消
防
団
員
や
地
元
住
民
ら
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

開
元
院
に
は
、「
木
造
観
世
音
菩
薩
坐

像
」「
開
元
院
の
駕
籠
」な
ど
の
文
化
財
が

安
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
、
寺
院
関

係
者
が
文
化
財
に
見
立
て
た
箱
を
運
び
出

し
た
あ
と
、
消
防
団
員
ら
が
建
物
に
向

か
っ
て
放
水
し
、
緊
急
時
の
対
応
を
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
町
民
を
対
象
と
し
た

初
期
消
火
訓
練
や
、
火
災
の
煙
体
験
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

２
月
３
日
、
日
吉
町
の
鬼
岩
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
で
、
鬼
岩
公
園
恒
例
の
「
福
鬼
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
、地
元
住
民
や
観
光
客
が

ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
は
、
武
士
に
退
治
さ
れ
た

鬼
が「
福
鬼
」と
な
っ
て
よ
み
が
え
り
、
幸

せ
を
も
た
ら

し
た
と
い
う

伝
説
が
あ
り
、

「
鬼
は
内
、
福

は
内
」と
、
鬼

を
も
呼
び
込

む
独
特
の
か

け
声
で
節
分

の
豆
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

１
月
25
日
、
日
本
演
劇
興
行
協
会
か
ら

助
成
金
を
受
け
た
美
濃
歌
舞
伎
保
存
会
の

小
栗
幸
江
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
水
野

市
長
に
喜
び
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

同
保
存
会
は
、
日
吉
町
の
芝
居
小
屋

「
相
生
座
」を
拠
点
と
し
て
、
夏
の
定
期
公

演
と
秋
の
敬
老
公
演
の
ほ
か
、
子
ど
も
の

た
め
の
地
歌
舞
伎
伝
承
活
動
な
ど
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

小
栗
さ
ん
は「
地
歌
舞
伎
の
魅
力
を
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
に

芝
居
を
見
て
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
、
助
成
を
受
け
た
50
万
円

を
も
と
に
三
味
線
を
購
入
す
る
予
定
で

す
。

　

カ
フ
ェ
オ
レ
に
限
ら
ず
、
ス
ー
プ
な
ど

温
か
い
飲
み
物
に
適
し
た
器
を
作
り
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

　時　

３
月
９
日（
日
）９
時
〜
12
時

場

　所　

瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館

講

　師　

安
田
周
司　

氏

定

　員　

30
人（
先
着
順
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円

締

　切　

３
月
５
日（
水
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
等

◎
申
込
・
問
合
せ　

瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館

　

☎
6
7
‐
2
5
0
6

日

　時　

３
月
９
日（
日
）
９
時
〜

場

　所　

市
民
体
育
館

内

　容　

女
子
の
部
・
混
合
の
部

参
加
費　

１
，０
０
０
円

締

　切　

３
月
３
日（
月
）

◎
申
込
・
問
合
せ　

市
民
体
育
館

　
　

☎
６
８
‐
０
７
４
７

　

青
空
の
下
で「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
実
演
を
交
え
な
が
ら
、
し
つ
け
の
仕

方
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

日

　時　

３
月
７
日（
金
） 

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場

　所　

市
民
公
園
「
い
こ
い
の
広
場
」

定

　員　

50
人（
事
前
申
込
が
必
要
）

締

　切　

２
月
29
日（
金
）

＊
愛
犬
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
お
う
と
し
て
い

る
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
み　

東
濃
保
健
所 

生
活
衛
生
課

　
　

☎
２
３
‐
１
１
１
１（
内
線
３
５
７
）

日

　時　

２
月
23
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場

　所　

瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

演

　題　
『
か
た
つ
む
り
が
教
え
て
く
れ

る
〜
自
然
に
学
ぶ
も
の
づ
く
り

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
〜
』

講

　師　

金
谷
年
展 

氏
〔
慶
応
大
学
大

学
院 

教
授
〕

参
加
費　

無
料

＊
J
R
瑞
浪
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
12
時
50
分
、
13
時
15
分
発
）を
運
行
し

ま
す
。

◎
問
合
せ　

東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
６
‐
２
２
４
４

　

出
産
や
子
育
て
で
退
職
し
、
再
就
職
を

目
指
す
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。　

日

　時　

３
月
19
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場

　所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

講

　師　

特
定
社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
荘
恵
子 

氏

内

　容　

社
会
保
険
・
税
金
の
仕
組
み

　
　
　
　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
な
ど

定

　員　

30
人
程
度（
要
予
約
）

参
加
費　

無
料

◎
申
込
･
問
合
せ　

商
工
課
☎
内
線
４
９
９
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みんなの広場みんなの広場みんなの広場

感
謝
と
笑
顔
で「
い
た
だ
き
ま
す
」

ま
つ
り
を
み
ん
な
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

瑞
浪
で 

柔
ら
の
道
の 

う
で
比
べ

こ
の
先
に
つ
な
ぐ 

地
歌
舞
伎
の
魅
力

緊
急
避
難

　私
の
ま
ち
の
宝
物

鬼
も
お
い
で

　鬼
岩
の
豆
ま
き

土岐児童センター

陶
磁
資
料
館
作
陶
講
座

　
　「
カ
フ
ェ
オ
レ
・
カ
ッ
プ
作
り
」

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会
の
開
催

犬
の
し
つ
け
教
室
　
参
加
者
募
集

東
濃
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

再
就
職
支
援
講
習
会
の
ご
案
内 與川賢樹ちゃん

（３歳）　釜戸町

よがわけんじゅ

水野迅人ちゃん
（３歳）　釜戸町

みずの はやと

１
月
25
日
、
全
国
学
校
給
食
週
間
に
合

わ
せ
、
水
野
市
長
が
釜
戸
小
学
校
を
訪
れ
、

６
年
生
の
児
童
31
人
と
給
食
を
通
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
日
の
給
食
は
、
じ
ゃ
こ
ご
飯
、
鳥

す
き
、
か
ぶ
の
酢
の
物
、
黒
豆
で
、
昔
な

が
ら
の
正
月
料
理
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
メ

ニ
ュ
ー
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

水
野
市
長
は
「
農
家
や
給
食
セ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
作
っ
て
く
れ
た
給

食
で
す
。
好
き
嫌
い
な
く
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
大
き
く
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
児
童

に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

児
童
は
市
長
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
、
お
い
し
い
給
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

１
月
20
日
、
第
37
回
瑞
浪
少
年
柔
道
大

会（
瑞
浪
修
徳
館
主
催
）が
、
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
関
東
・
中
部
・
関
西

な
ど
15
都
府
県
の
道
場
か
ら
選
ば
れ
た
115

チ
ー
ム
約
１
，０
０
０
人
が
出
場
し
、
小

学
１
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の
選
抜

チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
瑞
浪
修
徳
館
か
ら
４
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
全
国
の
強
豪
と
激
し
い
攻

防
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
は
、
羽
島
柔
道
少
年
団
が
飾
り
、

10
年
ぶ
り
に
県
内
に
優
勝
旗
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

１
月
25
日
、
瑞
浪
小
学
校
で「
瑞
小
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
、
924
人
の
児
童
に
加

え
、
保
護
者
や
地
元
住
民
ら
も
参
加
し
、

児
童
が
企
画
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
楽

し
み
ま
し
た
。

児
童
は
こ
の
日
の
た
め
に
、
上
級
生
と

下
級
生
が
一
緒
に
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
企

画
を
練
り
、
迷
路
や
巨
大
パ
ズ
ル
、
ク
イ

ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
24

の
ブ
ー
ス
を
各
教
室
や
図
書
館
な
ど
に
設

け
ま
し
た
。

廊
下
で
は
、
児
童
が
看
板
を
持
ち
な
が

ら「
こ
っ
ち
は
パ
ズ
ル
コ
ー
ナ
ー
で
〜

す
。
楽
し
い
で
す
よ
〜
」と
客
寄
せ
の
声

を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

１
月
27
日
、
日
吉
町
の
開
元
院
で
、
文

化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
、
消
防
団
員
や
地
元
住
民
ら
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

開
元
院
に
は
、「
木
造
観
世
音
菩
薩
坐

像
」「
開
元
院
の
駕
籠
」な
ど
の
文
化
財
が

安
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
、
寺
院
関

係
者
が
文
化
財
に
見
立
て
た
箱
を
運
び
出

し
た
あ
と
、
消
防
団
員
ら
が
建
物
に
向

か
っ
て
放
水
し
、
緊
急
時
の
対
応
を
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
町
民
を
対
象
と
し
た

初
期
消
火
訓
練
や
、
火
災
の
煙
体
験
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

２
月
３
日
、
日
吉
町
の
鬼
岩
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
で
、
鬼
岩
公
園
恒
例
の
「
福
鬼
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
、地
元
住
民
や
観
光
客
が

ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
は
、
武
士
に
退
治
さ
れ
た

鬼
が「
福
鬼
」と
な
っ
て
よ
み
が
え
り
、
幸

せ
を
も
た
ら

し
た
と
い
う

伝
説
が
あ
り
、

「
鬼
は
内
、
福

は
内
」と
、
鬼

を
も
呼
び
込

む
独
特
の
か

け
声
で
節
分

の
豆
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

１
月
25
日
、
日
本
演
劇
興
行
協
会
か
ら

助
成
金
を
受
け
た
美
濃
歌
舞
伎
保
存
会
の

小
栗
幸
江
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
水
野

市
長
に
喜
び
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

同
保
存
会
は
、
日
吉
町
の
芝
居
小
屋

「
相
生
座
」を
拠
点
と
し
て
、
夏
の
定
期
公

演
と
秋
の
敬
老
公
演
の
ほ
か
、
子
ど
も
の

た
め
の
地
歌
舞
伎
伝
承
活
動
な
ど
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

小
栗
さ
ん
は「
地
歌
舞
伎
の
魅
力
を
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
に

芝
居
を
見
て
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
、
助
成
を
受
け
た
50
万
円

を
も
と
に
三
味
線
を
購
入
す
る
予
定
で

す
。

　

カ
フ
ェ
オ
レ
に
限
ら
ず
、
ス
ー
プ
な
ど

温
か
い
飲
み
物
に
適
し
た
器
を
作
り
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

　時　

３
月
９
日（
日
）９
時
〜
12
時

場

　所　

瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館

講

　師　

安
田
周
司　

氏

定

　員　

30
人（
先
着
順
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円

締

　切　

３
月
５
日（
水
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
等

◎
申
込
・
問
合
せ　

瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館

　

☎
6
7
‐
2
5
0
6

日

　時　

３
月
９
日（
日
）
９
時
〜

場

　所　

市
民
体
育
館

内

　容　

女
子
の
部
・
混
合
の
部

参
加
費　

１
，０
０
０
円

締

　切　

３
月
３
日（
月
）

◎
申
込
・
問
合
せ　

市
民
体
育
館

　
　

☎
６
８
‐
０
７
４
７

　

青
空
の
下
で「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
実
演
を
交
え
な
が
ら
、
し
つ
け
の
仕

方
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

日

　時　

３
月
７
日（
金
） 

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場

　所　

市
民
公
園
「
い
こ
い
の
広
場
」

定

　員　

50
人（
事
前
申
込
が
必
要
）

締

　切　

２
月
29
日（
金
）

＊
愛
犬
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
お
う
と
し
て
い

る
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
み　

東
濃
保
健
所 

生
活
衛
生
課

　
　

☎
２
３
‐
１
１
１
１（
内
線
３
５
７
）

日

　時　

２
月
23
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場

　所　

瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

演

　題　
『
か
た
つ
む
り
が
教
え
て
く
れ

る
〜
自
然
に
学
ぶ
も
の
づ
く
り

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
〜
』

講

　師　

金
谷
年
展 

氏
〔
慶
応
大
学
大

学
院 

教
授
〕

参
加
費　

無
料

＊
J
R
瑞
浪
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
12
時
50
分
、
13
時
15
分
発
）を
運
行
し

ま
す
。

◎
問
合
せ　

東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
６
‐
２
２
４
４

　

出
産
や
子
育
て
で
退
職
し
、
再
就
職
を

目
指
す
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。　

日

　時　

３
月
19
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場

　所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

講

　師　

特
定
社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
荘
恵
子 

氏

内

　容　

社
会
保
険
・
税
金
の
仕
組
み

　
　
　
　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
な
ど

定

　員　

30
人
程
度（
要
予
約
）

参
加
費　

無
料

◎
申
込
･
問
合
せ　

商
工
課
☎
内
線
４
９
９
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H19

生
涯
学
習
活
性
化
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

は ぐ く みは ぐ く みは ぐ く み 教育委員会

学
校
は
元
気
で
す
。

学
校
は
元
気
で
す
。

学
校
は
元
気
で
す
。

学
校
は
元
気
で
す
。

◎
瑞
浪
市
奨
学
金
を

　
　
　受
け
て
い
る
皆
さ
ま
へ

平
成
20
年
度

　瑞
浪
市
奨
学
生
募
集
要
項

瑞
浪
市
奨
学
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

「
地
域
が
誇
れ
る
学
校
」と
な
る
た
め
に

陶
中
学
校

「
日
吉
町
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
」代

表
者
　
安
藤
　
敏
樹

▲陶子連の夏キャンプ

▲防護ネットを張ったコース上にて

▲陶町一斉清掃

生涯学習施設　3月の休館日生涯学習施設　3月の休館日

３日、10日、17日、21日、24日、31日
３日、10日、17日、21日、24日、31日
４日、11日、18日、21日、25日

３日、10日、17日、21日、24日、31日

３日、10日、17日、21日、24日、31日

総合文化センター
市 民 図 書 館
市 民 体 育 館
化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
自然ふれあい館
サイエンスワールド

地
域
が
誇
れ
る
学
校
は
、
そ
の
学
校
の

生
徒
の
活
動
が
地
域
の
人
た
ち
の
目
に
ふ

れ
る
機
会
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
徒
が
鍛
え
ら
れ
成
長
し
ま
す
。

陶
中
学
校
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に

参
加
す
る
機
会
が
多
く
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
追
跡
ハ
イ
ク
」（
４
月
）
　

今
年
は
大
川

地
区
約
5.2
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。
交
差
点
で

交
通
整
理
を
し
た
り
、
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
ゲ
ー
ム
を
担
当
し
た
り
し
ま
し
た
。

「
陶
町
一
斉
清
掃
」（
５
月
）
　

地
域
の
清

掃
活
動
に
生
徒
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」（
５
月
）
　

１
、
２
年

生
が
中
心
と
な
っ
て
、
ゲ
ー
ム
の
企
画
・

進
行
か
ら
受
付
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。

「
夏
キ
ャ
ン
プ
」（
７
月
）
　

子
供
会
が
主

催
す
る
キ
ャ
ン
プ
の
指
導
に
あ
た
り
ま
し

た
。

「
陶
町
文
化
祭
・
サ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
祭
」

（
10
月
）で
は
、
地
域
の
一
員
と
し
て
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
を
行
い
、
後
片
付
け

も
責
任
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
陶
中
学

校
の
生
徒
会
と
陶
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ（
本
校
生
徒
の
大
部
分
が
参
加
）は
、

平
成
19
年
２
月
の
瑞
浪
市
青
少
年
育
成
町

民
会
議
に
お
い
て
、
地
域
の
人
々
の
ふ
れ

あ
い
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
瑞
浪
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

東
京
都
品
川
区
在
住
の
加
知
保
さ
ん
か

ら
、
奨
学
金
と
し
て
３
億
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
、
新
し
く「
瑞
浪
市
加
知
奨
学
基

金
」を
創
設
し
ま
し
た
。

「
瑞
浪
市
加
知
奨
学
基
金
」は
、
加
知
さ

ん
の
意
向
に
沿
い
、
大
学
生
等
を
対
象
と

し
た
奨
学
金
制
度
と
し
、
従
来
の「
瑞
浪

市
奨
学
基
金
」は
、
高
校
生
等
を
対
象
と

し
た
奨
学
金
制
度
に
改
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
二
つ
の
奨
学
金
制
度
は
、

貸
与
方
式
で
は
な
く
、
支
給
方
式
と
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
次
の
と
お
り
市
の
奨
学

資
金
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

◇
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ

・
奨
学
金
の
額　

　
　

高
校
生
等　

月
額　

１
万
円

　
　

大
学
生
等　

月
額　

３
万
円

・
大
学
生
等
に
は
入
学
時
に
20
万
円
の

一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

・
奨
学
生
の
対
象
範
囲
が
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
に
限
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
特

別
支
援
学
校
高
等
部
、
大
学
院
に
も

拡
げ
ま
し
た
。

・
奨
学
生
の
修
学
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
、
毎
年
、
成
績
証
明
書
等
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

瑞
浪
市
奨
学
金
制
度
は
、
優
秀
な
学

力
・
資
質
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
理
由

で
就
学
困
難
な
高
校
生
・
大
学
生
等
を
援

助
す
る
も
の
で
す
。
奨
学
金
の
支
給
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格

・
１
年
以
上
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

（
本
人
の
み
が
住
所
を
有
す
る
場
合
は

該
当
し
ま
せ
ん
）ま
た
は
、
住
所
を
有

す
る
方
の
子（
こ
れ
に
相
当
す
る
と
市

長
が
認
め
る
方
）で
あ
る
こ
と

・
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援
学

校
高
等
部
、
大
学
院
、
大
学（
大
学

が
行
う
通
信
教
育
お
よ
び
公
開
講
座

を
除
く
）、短
期
大
学
、
高
等
専
門
学

校
専
攻
科
に
進
学
す
る
方
、
在
学
す

る
方

・
調
査
書
の
平
均
点
が
3.5
点
以
上
で
あ

る
こ
と
（
特
別
支
援
学
校
高
等
部
に

進
学
、
在
学
の
者
を
除
く
）

◇
募
集
人
員

・
高
校
生
等　

７
名
以
内

・
大
学
生
等　

５
名
以
内

◇
申
込
期
間

　
　

4
月
1
日（
火
）
か
ら

　
　
　
　
　

4
月
30
日（
水
）
ま
で　

◇
申
請
に
必
要
な
書
類

・
奨
学
資
金
支
給
申
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　

（
様
式
第
１
号
）

・
出
身
学
校
ま
た
は
在
籍
学
校
の
推
薦

書
（
様
式
第
２
号
）

・
家
庭
の
状
況
調
書
（
様
式
第
３
号
）

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

・
成
績
証
明
書

・
在
学
証
明
書

・
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
す
る
書
類

※
様
式
第
1
号
か
ら
3
号
お
よ
び
市
長

が
必
要
と
す
る
書
類
は
、
教
育
委
員

会
総
務
課
で
3
月
17
日（
月
）か
ら
配

布
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　

奨
学
資
金
支
給
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
教
育
委
員
会
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
選
考
結
果
は
、
5
月

末
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
そ
の
他

　

世
帯
の
所
得
要
件
、
選
考
基
準
の
詳

細
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
3
月
17
日

（
月
）以
降
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
公
開
す
る
予
定
で

す
。

◎
問
合
せ　

教
育
委
員
会
総
務
課

　
　
　
　

☎
内
線
4
6
1
･
4
8
6

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
町
内
外
の

人
々
の
健
康
増
進
と
親
睦
交
流
を
図
る
目

的
で
、
平
成
６
年
３
月
に「
日
吉
町
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
」が
設
立
さ
れ
、
現

在
192
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

日
吉
町
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
、
北
野

高
原
の
丘
陵
地
に
あ
り
、
コ
ー
ス
総
延
長

１
㎞
、
36
ホ
ー
ル（
パ
ー
144
）の
緑
豊
か
な

コ
ー
ス
で
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
３
〜
４
人
が
２
時
間
半
ほ
ど
で
一

周
で
き
ま
す
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
１
本

で
で
き
、
手
軽
で
無
理
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ

で
、
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
中
で
互
い
の
絆

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
開
設
以
来
、

役
員
と
代
議
員
が
当
番
制
で
毎
日
２
人
ず

つ
出
て
、
コ
ー
ス
点
検
と
入
場
者
受
付
な

ど
の
運
営
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
各
種

大
会
の
前
や
大
雨
が
降
っ
た
翌
日
に
は
、

役
員
が
総
出
で
コ
ー
ス
や
場
内
の
整
備
を

し
ま
す
。

こ
う
し
た
献
身
的
な
努
力
の
お
か
げ
で
、

当
ゴ
ル
フ
場
に
来
て
く
だ
さ
る
町
内
外
の

愛
好
者
か
ら
は「
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て

プ
レ
ー
し
や
す
い
快
適
な
コ
ー
ス
だ
」
と

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

主
な
行
事
と
し
て
は
、
町
内
は
も
と
よ

り
、
市
内
外
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
者

に
よ
る
交
流
会
を
年
間
６
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
寿
大
学
生
と
中
学
生
の
交

流
会
、
区
民
親
睦
会
、
寿
大
学
の
大
会
、

長
寿
会
連
合
会
の
大
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
、

役
員
ら
は
そ
の
運
営
に
も
協
力
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

に
選
ば
れ
、
補
助
金
を
も
と
に
コ
ー
ス
脇

に
防
護
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
、
砂
を
補
充

し
て
コ
ー
ス
の
改
良
を
進
め
た
り
す
る
な

ど
、
よ
り
プ
レ
ー
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
し
た
。

歴
代
役
員
の
尽
力
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ

て
き
た
こ
の
財
産
が
、
さ
ら
に
多
く
の
愛

好
者
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
今
後
も
大
切

に
管
理
・
運
営
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 現

在
「
瑞
浪
市
奨
学
生
」
と
し
て
奨

学
資
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
方
は
、

現
行
の
貸
与
制
度
が
そ
の
ま
ま
継
続
さ

れ
る
た
め
、
貸
与
期
間
終
了
後
に
償
還

（
返
済
）を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
奨
学
金
制
度
の
申
請
を
さ
れ

る
方
は
、
以
前
に
提
出
さ
れ
た
申
請
書

類
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
再
度
必

要
書
類
を
そ
ろ
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。選

考
会
議
で
選
考
さ
れ
た
場
合
は
、

貸
与
方
式
に
よ
る
奨
学
生
を
辞
退
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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生
涯
学
習
活
性
化
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

は ぐ く みは ぐ く みは ぐ く み 教育委員会

学
校
は
元
気
で
す
。

学
校
は
元
気
で
す
。

学
校
は
元
気
で
す
。

学
校
は
元
気
で
す
。

◎
瑞
浪
市
奨
学
金
を

　
　
　受
け
て
い
る
皆
さ
ま
へ

平
成
20
年
度

　瑞
浪
市
奨
学
生
募
集
要
項

瑞
浪
市
奨
学
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

「
地
域
が
誇
れ
る
学
校
」と
な
る
た
め
に

陶
中
学
校

「
日
吉
町
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
」代

表
者
　
安
藤
　
敏
樹

▲陶子連の夏キャンプ

▲防護ネットを張ったコース上にて

▲陶町一斉清掃

生涯学習施設　3月の休館日生涯学習施設　3月の休館日

３日、10日、17日、21日、24日、31日
３日、10日、17日、21日、24日、31日
４日、11日、18日、21日、25日

３日、10日、17日、21日、24日、31日

３日、10日、17日、21日、24日、31日

総合文化センター
市 民 図 書 館
市 民 体 育 館
化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
自然ふれあい館
サイエンスワールド

地
域
が
誇
れ
る
学
校
は
、
そ
の
学
校
の

生
徒
の
活
動
が
地
域
の
人
た
ち
の
目
に
ふ

れ
る
機
会
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
徒
が
鍛
え
ら
れ
成
長
し
ま
す
。

陶
中
学
校
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に

参
加
す
る
機
会
が
多
く
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
追
跡
ハ
イ
ク
」（
４
月
）
　

今
年
は
大
川

地
区
約
5.2
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。
交
差
点
で

交
通
整
理
を
し
た
り
、
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
ゲ
ー
ム
を
担
当
し
た
り
し
ま
し
た
。

「
陶
町
一
斉
清
掃
」（
５
月
）
　

地
域
の
清

掃
活
動
に
生
徒
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」（
５
月
）
　

１
、
２
年

生
が
中
心
と
な
っ
て
、
ゲ
ー
ム
の
企
画
・

進
行
か
ら
受
付
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。

「
夏
キ
ャ
ン
プ
」（
７
月
）
　

子
供
会
が
主

催
す
る
キ
ャ
ン
プ
の
指
導
に
あ
た
り
ま
し

た
。

「
陶
町
文
化
祭
・
サ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
祭
」

（
10
月
）で
は
、
地
域
の
一
員
と
し
て
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
を
行
い
、
後
片
付
け

も
責
任
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
陶
中
学

校
の
生
徒
会
と
陶
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ（
本
校
生
徒
の
大
部
分
が
参
加
）は
、

平
成
19
年
２
月
の
瑞
浪
市
青
少
年
育
成
町

民
会
議
に
お
い
て
、
地
域
の
人
々
の
ふ
れ

あ
い
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
瑞
浪
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

東
京
都
品
川
区
在
住
の
加
知
保
さ
ん
か

ら
、
奨
学
金
と
し
て
３
億
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
、
新
し
く「
瑞
浪
市
加
知
奨
学
基

金
」を
創
設
し
ま
し
た
。

「
瑞
浪
市
加
知
奨
学
基
金
」は
、
加
知
さ

ん
の
意
向
に
沿
い
、
大
学
生
等
を
対
象
と

し
た
奨
学
金
制
度
と
し
、
従
来
の「
瑞
浪

市
奨
学
基
金
」は
、
高
校
生
等
を
対
象
と

し
た
奨
学
金
制
度
に
改
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
二
つ
の
奨
学
金
制
度
は
、

貸
与
方
式
で
は
な
く
、
支
給
方
式
と
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
次
の
と
お
り
市
の
奨
学

資
金
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

◇
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ

・
奨
学
金
の
額　

　
　

高
校
生
等　

月
額　

１
万
円

　
　

大
学
生
等　

月
額　

３
万
円

・
大
学
生
等
に
は
入
学
時
に
20
万
円
の

一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

・
奨
学
生
の
対
象
範
囲
が
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
に
限
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
特

別
支
援
学
校
高
等
部
、
大
学
院
に
も

拡
げ
ま
し
た
。

・
奨
学
生
の
修
学
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
、
毎
年
、
成
績
証
明
書
等
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

瑞
浪
市
奨
学
金
制
度
は
、
優
秀
な
学

力
・
資
質
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
理
由

で
就
学
困
難
な
高
校
生
・
大
学
生
等
を
援

助
す
る
も
の
で
す
。
奨
学
金
の
支
給
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格

・
１
年
以
上
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

（
本
人
の
み
が
住
所
を
有
す
る
場
合
は

該
当
し
ま
せ
ん
）ま
た
は
、
住
所
を
有

す
る
方
の
子（
こ
れ
に
相
当
す
る
と
市

長
が
認
め
る
方
）で
あ
る
こ
と

・
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援
学

校
高
等
部
、
大
学
院
、
大
学（
大
学

が
行
う
通
信
教
育
お
よ
び
公
開
講
座

を
除
く
）、短
期
大
学
、
高
等
専
門
学

校
専
攻
科
に
進
学
す
る
方
、
在
学
す

る
方

・
調
査
書
の
平
均
点
が
3.5
点
以
上
で
あ

る
こ
と
（
特
別
支
援
学
校
高
等
部
に

進
学
、
在
学
の
者
を
除
く
）

◇
募
集
人
員

・
高
校
生
等　

７
名
以
内

・
大
学
生
等　

５
名
以
内

◇
申
込
期
間

　
　

4
月
1
日（
火
）
か
ら

　
　
　
　
　

4
月
30
日（
水
）
ま
で　

◇
申
請
に
必
要
な
書
類

・
奨
学
資
金
支
給
申
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　

（
様
式
第
１
号
）

・
出
身
学
校
ま
た
は
在
籍
学
校
の
推
薦

書
（
様
式
第
２
号
）

・
家
庭
の
状
況
調
書
（
様
式
第
３
号
）

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

・
成
績
証
明
書

・
在
学
証
明
書

・
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
す
る
書
類

※
様
式
第
1
号
か
ら
3
号
お
よ
び
市
長

が
必
要
と
す
る
書
類
は
、
教
育
委
員

会
総
務
課
で
3
月
17
日（
月
）か
ら
配

布
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　

奨
学
資
金
支
給
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
教
育
委
員
会
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
選
考
結
果
は
、
5
月

末
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
そ
の
他

　

世
帯
の
所
得
要
件
、
選
考
基
準
の
詳

細
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
3
月
17
日

（
月
）以
降
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
公
開
す
る
予
定
で

す
。

◎
問
合
せ　

教
育
委
員
会
総
務
課

　
　
　
　

☎
内
線
4
6
1
･
4
8
6

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
町
内
外
の

人
々
の
健
康
増
進
と
親
睦
交
流
を
図
る
目

的
で
、
平
成
６
年
３
月
に「
日
吉
町
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
」が
設
立
さ
れ
、
現

在
192
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

日
吉
町
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
、
北
野

高
原
の
丘
陵
地
に
あ
り
、
コ
ー
ス
総
延
長

１
㎞
、
36
ホ
ー
ル（
パ
ー
144
）の
緑
豊
か
な

コ
ー
ス
で
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
３
〜
４
人
が
２
時
間
半
ほ
ど
で
一

周
で
き
ま
す
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
１
本

で
で
き
、
手
軽
で
無
理
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ

で
、
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
中
で
互
い
の
絆

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
開
設
以
来
、

役
員
と
代
議
員
が
当
番
制
で
毎
日
２
人
ず

つ
出
て
、
コ
ー
ス
点
検
と
入
場
者
受
付
な

ど
の
運
営
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
各
種

大
会
の
前
や
大
雨
が
降
っ
た
翌
日
に
は
、

役
員
が
総
出
で
コ
ー
ス
や
場
内
の
整
備
を

し
ま
す
。

こ
う
し
た
献
身
的
な
努
力
の
お
か
げ
で
、

当
ゴ
ル
フ
場
に
来
て
く
だ
さ
る
町
内
外
の

愛
好
者
か
ら
は「
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て

プ
レ
ー
し
や
す
い
快
適
な
コ
ー
ス
だ
」
と

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

主
な
行
事
と
し
て
は
、
町
内
は
も
と
よ

り
、
市
内
外
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
者

に
よ
る
交
流
会
を
年
間
６
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
寿
大
学
生
と
中
学
生
の
交

流
会
、
区
民
親
睦
会
、
寿
大
学
の
大
会
、

長
寿
会
連
合
会
の
大
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
、

役
員
ら
は
そ
の
運
営
に
も
協
力
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

に
選
ば
れ
、
補
助
金
を
も
と
に
コ
ー
ス
脇

に
防
護
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
、
砂
を
補
充

し
て
コ
ー
ス
の
改
良
を
進
め
た
り
す
る
な

ど
、
よ
り
プ
レ
ー
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
し
た
。

歴
代
役
員
の
尽
力
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ

て
き
た
こ
の
財
産
が
、
さ
ら
に
多
く
の
愛

好
者
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
今
後
も
大
切

に
管
理
・
運
営
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 現

在
「
瑞
浪
市
奨
学
生
」
と
し
て
奨

学
資
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
方
は
、

現
行
の
貸
与
制
度
が
そ
の
ま
ま
継
続
さ

れ
る
た
め
、
貸
与
期
間
終
了
後
に
償
還

（
返
済
）を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
奨
学
金
制
度
の
申
請
を
さ
れ

る
方
は
、
以
前
に
提
出
さ
れ
た
申
請
書

類
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
再
度
必

要
書
類
を
そ
ろ
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。選

考
会
議
で
選
考
さ
れ
た
場
合
は
、

貸
与
方
式
に
よ
る
奨
学
生
を
辞
退
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

9 瑞浪市役所　☎68-2111



来月のミニ展ご案内

図書館だより
◎問合せ　市民図書館 ☎68-5529

自　然　石　展自　然　石　展

こ
ま
ど
り
会
っ
て
ど
ん
な
団
体
？

職
員
は
ど
ん
な
人
？

図
書
館
は
ど
う
な
る
？

蔵
書
点
検
の
結
果
報
告

市
民
図
書
館
は
、N
P
O
法
人（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
）こ
ま
ど
り
会
に
よ
る
指
定
管
理
に

3月4日（火）～3月30日（日）

大湫町在住の棚橋さんが40年ほどかけて集められたさまざまな石の
中から、選りすぐりの奇石を陳列します。
一つとして同じものの無い石の世界。自然が作り出す摩訶不思議な

石の魅力を楽しんでください。
また、会場では写真による大湫宿の自然や史跡の紹介もします。

本
年
４
月
か
ら
、
市
民
図
書
館
の
管
理
運
営
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
ど
り
会
が
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
市
民
図
書
館
は
書
籍
等
の
貸
出
サ
ー

ビ
ス
の
ほ
か
、
地
域
に
根

ざ
し
た
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
、
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
「
お
は
な
し
の
じ

か
ん
」
な
ど
の
読
み
聞
か

せ
事
業
や
、
各
種
の
講
座

を
開
催
す
る
な
ど
の
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
市
民
図
書
館

と
し
て
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ま
ど
り
会
は
、
図
書
館
で
活
動
す
る
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
図
書
館
の
運
営
だ
け
で
な
く
、
読
み

聞
か
せ
や
図
書
修
繕
、
図
書
宅
配
な
ど
図
書
館
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
、
今
ま
で
ど
お
り
続
け
て
い
き
ま

す
。図

書
館
の
仕
事
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
ど
り
会
の

職
員
が
行
い
ま
す
。
職
員
の
中
に
は
、
図
書
館
の
専

門
家
で
あ
る
司
書
や
司
書
補
の
資
格
を
も
つ
者
が
６

人
い
ま
す
。

図
書
館
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
職
員
が
、
皆
さ

ん
の
学
習
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

今
回
の
図
書
館
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

①
開
館
時
間
延
長

平
日
の
開
館
時
間
を
１
時
間
延
長
し
ま
す
。

・
火
〜
土
曜
日　

午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

・
日
曜
・
祝
日　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

②
祝
日
の
翌
日
を
開
館

現
在
、
休
館
と
し
て
い
る
祝
日
の
翌
日
を
開
館
し
ま

す
。月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火
曜
日
・
水
曜
日
と
連

休
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
火
曜
日
の
み
の
休
館
と
な

り
ま
す
。

③
子
ど
も
の
読
書
推
進

子
ど
も
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
絵
本
の
収
集
や
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
学
習
で
き
る
図
書
館
を
目
指
し
ま
す
。

④
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

小
さ
い
字
が
読
み
に
く
い
方
で
も
楽
し
め
る
大
活
字

本
の
充
実
や
、
目
の
不
自
由
な
方
で
も
楽
し
め
る
視
聴

覚
資
料
（
朗
読
資
料
・
ビ
デ
オ
資
料
）
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

⑤
地
域
全
域
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

地
域
の
話
題
や
公
民
館
活
動
の
展
開
に
あ
わ
せ
て
、

本
館
や
各
分
室
の
特
集
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
を
図
り
ま

す
。10

月
21
日
か
ら
29
日
に
、
図
書
館
の
棚
卸
し（
蔵
書

点
検
）を
行
い
、
蔵
書
の
所
在
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
前
回（
３
月
）の
点
検
か
ら
今
回
の
点
検
ま

で
に
392
冊
の
蔵
書
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

図
書
館
の
本
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
財
産
で

す
。
大
切
に
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　

市
民
図
書
館　

☎
６
８‐

５
５
２
９

10平成20年 2月15日
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　次のとおり臨時職員を募集します。

◆保育士・幼稚園教諭

・勤務先　市内の保育園・幼児園

・賃　金　日額7,600円

・期　間　平成20年４月１日～１年以内

・資　格　保育士・幼稚園教諭の両資格を有するま

たは保育士の資格を有する方

・申込み　市販の履歴書と資格免許証の写しを下記

へ提出

・申込期間　２月15日（金）～２月29日（金）

◎問合せ　子育て支援課　☎内線103

・日　時　３月11日（火）　13時～ 14時

・場　所　保健センター

・内　容　物忘れが激しい・物を盗られたと騒ぐ・

興奮しやすくなった・徘徊・不潔行為等

の接し方・介護方法など

・担　当　精神科医師（大湫病院）

※前日までに電話予約が必要です。家族が代理で相

談いただいても結構です。秘密は厳守いたします。

◎申込・問合せ　地域包括支援センター☎内線157

◆ねんきん特別便が送付されます。
「ねんきん特別便」で社会保険庁が把握している
年金記録が送付されます。お手元に「ねんきん特別
便」が届きましたら、ご自身の記録に漏れや誤りが
ないかをご確認ください。
基礎年金番号に統合されていない年金記録がある
と思われる方への「ねんきん特別便」は、平成20
年３月までを目途に送付されます。「確認はがき」
と「年金加入記録照会票」が同封して送付されます
ので、年金記録に訂正がない場合には「確認はがき」
を、訂正がある場合には「年金加入記録照会票」を
必ず提出していただきますようお願いします。
それ以外の年金受給者・現役加入者の方にも 4月
以降に順次「ねんきん特別便」が送付されます。
◎問合せ　多治見社会保険事務所　☎22-0255
ねんきん特別便専用ダイヤル☎0570-058-555

◆住民票、戸籍謄本 ･抄本、印鑑証明書の発行、
税関係の証明書、市税の納付 ･納税相談など
ぜひ、ご利用ください。

瑞浪市第５次総合計画（平成16年度～平成25年度）は、市の長期的な政策の方針を定める計画で、全ての
市の政策は、この計画に基づいて行われています。この総合計画は、基本構想と基本計画で構成され、基
本計画は、中間年で見直しを行うこととなっています。
市では基本計画の見直しを行うにあたり、市民の皆さまの意見を反映するため、審議会委員を公募いた

します。市民の皆さまの積極的な市政運営への参加をお願いします。

・募集人員　２人（他に各分野から委員を委嘱し、計10人程度の審議会となります）
・応募資格　市内在住の 20歳以上の方（平成20年４月～ 10月中に５回程度開催する平日昼間の審議会に出

席可能な方）
・報　　酬　１回につき 5,000円
・応募方法　３月17日（月）までに、応募用紙および応募動機（400字程度）を記入の上、企画政策課まで提

出してください。（郵送、電子メールも可）
＊募集要項と応募用紙は、市役所企画政策課および各コミュニティーセンターで配布します。市のホーム
ページもご覧ください。

＊選考結果については郵送にてご連絡します。
◎問合せ　企画政策課　☎内線345、333　ホームページ　http://www.city.mizunami.gifu.jp/

社会保険事務所からのお知らせ

～ 市民課 ･ 税務課 ～

窓口業務の受付時間を延長しています
毎週火曜日・木曜日は 19時まで

総合計画審議会委員を募集します

市臨時職員を募集します

認知症相談日のお知らせ



健康だいすき健康だいすき健康だいすき健康だいすき
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎６７－２７００

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  ☎68-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

広報みずなみは、瑞浪市ホームページでご覧になれます。

健診・相談名 期　　日 時　　間 対　象　者 持　ち　物

運動

「食事バランスガイド」をご存じですか？

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞

花粉症対策はお早めに

母子健康手帳
歯ブラシ　コップ
タオル

母子健康手帳
アンケート

12:30集合

1歳6カ月児健康診査 
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を
実施します。

母子健康手帳
問診票　アンケート
タオル　コップ
※保護者の歯科健診も
　同時に実施します。

平成18年8月1日～
　　　8月15日生まれ

平成18年8月16日～
　　　8月31日生まれ

3月7日（金）

3月14日（金）

9：00～11：00受付 

平成18年2月生まれ2月29日（金）2歳児歯みがき教室

平成17年9月生まれ3月10日（月）2歳6ヵ月児歯みがき教室

平成16年9月生まれ3月6日（木）3歳6ヵ月児歯みがき教室

母子健康手帳平成19年7月生まれ

平成19年10月生まれ

3月4日（火）

2月26日（火）

13:30集合

母子健康手帳平成19年9月生まれ3月4日（火） 9:30～9:45受付

第1子 13:00集合
第2子以上は
13:30～13:50受付

中 期 離 乳 食 教 室

6 カ月児健康相談
および離乳食教室

4 カ月児健康診査

「食事バランスガイド」とは、「何を」「どれだけ」食べ
ればよいかをイラストで示したものです。コマをイメ
ージして描き、食事のバランスが悪いと倒れてしまう
ことを表しています。

食事を５つの料理区分に分け、摂取量が多い順に
上部から「主食」「副菜」「主菜」と並べ、「牛乳・乳製品」
「果物」は同様程度と考えて並列に表しています。

水やお茶はコマの軸とし、
食事の中で欠かせない存在
であることを表しています。

菓子、嗜好飲料はコマを回すためのヒモ。食事全体の中での
量的なバランスを考え、「楽しく」「適度に」とることが大切です。

コマは回転（運動）することで初めて安定します。バランスの
良い食事と共に適度な運動が大切であることを表しています。

花粉症のシーズンが近づいてきました。今年のスギ
･ヒノキ科の花粉総飛散量は、昨年より1.5～３倍に増
加する見込みです。
また、スギ花粉の飛散開始時期は、例年並からやや
早めと予測されています。ピーク時に症状を緩和する
ためには、事前の対策が大切です。
【花粉対策】
・花粉になるべく近づかないことが有効。天気予報
の花粉情報をもとに外出計画を立てる。

【外出対策】
・メガネ、マスクを着用し、鼻や目に花粉が入らな
いようにする。
・その日の気候に注意する。花粉はよく晴れて、風
の強い日に遠くに飛びます。特に春一番が吹き荒
れ、空気が乾燥した気温の高い日は要注意です。
・１日の中で、昼から午後３時ごろまでが最も花粉
が飛ぶため、外出の予定がある人はこの時間をで
きるだけ避ける。

【室内対策】
・花粉ができるだけ家に入らないよう、窓や戸は閉
めておく。
・干した洗濯物や布団と一緒に花粉を取り込まない
ようにする。洗濯物や布団を外に干す場合は、化
学繊維や木綿などの布をかけて干す。
・家の中はこまめに掃除をする。

※詳細は保健センターにお問い合わせください。

果物牛乳

主菜
（肉・魚・卵・豆腐料理など）

副菜（野菜料理）

主食
（ご飯・パン・麺など）
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